
豊臣秀長公供養塔は奥の院にあります。

信貴山城で自害した松永
久秀のお墓があるとされる
王寺町の達磨寺（だるま

じ）で命日法要と、大和の歴史に詳
しい先生方による特別企画「戦国歴
史トーク」が行われます。
■日時：10月10日（土）午前10時～
■場所：達磨寺〈王寺町〉
■問い合わせ：王寺町観光協会
 (☎0745-33-6668)

秀長ゆかりの宇陀松山城跡がある宇陀
市では、毎年10月の第3日曜日、二つの
神社の間、往復約12kmを時代装束を
身に纏った行列や神輿が練り歩きます。

■日時：10月18日（日）
■場所：宇太水分（うだみくまり）神社
　　　　惣社水分（そうしゃみくまり）神社
　　　〈宇陀市〉
■問い合わせ：宇陀市観光協会
  （☎0745-82-2457）
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トークライブを開催しました！
大河ドラマ「豊臣兄弟！」（NHK）

■ 大河ドラマ「豊臣兄弟！」
  NHK総合　毎週日曜　夜8時～放送中
     ※NHK ONEで同時・見逃し配信中

　奈良を代表する紅葉の名所の一つと
して知られる桜井市の長谷寺と談山神
社。どちらも豊臣秀長と深い関わりがある
のをご存じですか？
　1585（天正13）年に大和・紀州・和泉
の領主として郡山に入城した秀長。その
前段となる秀吉による紀州攻めの際、大
きな打撃を受けた紀州の根来寺から、
秀長が高僧・専誉を保護して迎え入れた
先が長谷寺でした。その後、長谷寺は新
義の真言宗の中心寺院となり、真言宗
豊山派の総本山へと発展。長谷寺には
秀長の肖像画も伝わり、境内の「豊臣秀長公供養塔」は秀長の没後、秀長の
功績をたたえ、僧侶たちによって建立されたと伝えられています。
　また、大化の改新で有名な藤原鎌足をまつり、信仰を集めていた談山神社

（当時は妙楽寺）。秀長はその神威にあや
かろうと、神社の御神霊を自らの居城が
ある郡山に移したとされています。しかし
その後、凶事や不幸が続いたため、御神
霊を再び談山神社へ戻したといいます。
郡山には御分霊として大織冠鎌足神社
が鎮座しています。

談
山
神
社

豊臣秀長と長谷寺・談山神社
たん ざん

▼マンガ【きみとなら】第11話▼マンガ【きみとなら】第11話

奈良の秋は
美しいよのお

深い観音信仰と神威への憧れ
紅葉シーズンに心の景色を訪ねて

※歴史的解釈には諸説あります。

長
谷
寺

初瀬山中腹に建つ本堂の外
舞台からは、すばらしい眺望
が広がります。
■所在地：桜井市初瀬731-1
■アクセス：近鉄長谷寺
　　　　　駅から北へ
　　　　　約1.6km

シンボルの「十三重塔」をはじめ、重要文化財を
美しい紅葉が染めます。
■所在地：桜井市多武峰（とうのみね）319
■アクセス：JR・近鉄桜井駅南口よりバス「談山
　　　　　神社」下車　北へ約400m

せん  よ

ね  ごろ   じ

マンガ：チャンキー松本
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に
、
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ツ
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う

ここは守らねば
　ならぬと…
　がんばりました

恥
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な
が
ら…
、

私
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供
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で
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お
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し
が
、

こ
の
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を
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興

さ
せ
た
も
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な

この塔は
まさか…？

豊臣秀吉豊臣秀長

8月2日、奈良市内で大河ドラマ「豊臣兄弟！」のト
ークライブを開催しました。慶（ちか）役の俳優・吉岡
里帆さんが登壇し、奈良とのゆかりや役への思い
を語りました。

豊
臣
秀
長
公
供
養
塔

第11回

問  県地域観光課
　☎ 0742-27-8482 
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森神呼び　写真撮影：野本暉房さん

田
楽
芸
の
流
れ
を
く
む
独
特
の
所
作

大お
お

保ぼ

の
宮み

や

座ざ

行
事 

  

五
穀
豊
穣
を
願
う
秋
祭
り
の
行
事

大
保
町
の
八
坂
神
社
に
伝
わ
る
宮
座
行
事

は
、
東
ひ
が
し
さ
ん
ち
ゅ
う

山
中
の
秋
祭
り
に
共
通
す
る
田
楽
芸
を

模
し
た
所
作
や
、
他
地
域
に
は
な
い
「
森も
り

神が
み

呼

び
」
を
伝
え
る
貴
重
な
祭
礼
と
し
て
奈
良
県
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

宵よ
い

宮み
や

祭さ
い

と
氏
神
祭
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
五

穀
豊
穣
を
願
っ
て
営
ま
れ
ま
す
。
か
つ
て
は
10

月
17
日
に
近
い
日
曜
を
祭
日
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
10
月
第
２
月
曜
（
ス
ポ
ー
ツ
の
日
）

と
そ
の
前
日
の
連
休
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

三
角
跳
び
・
横
跳
び
の
奉
納
と森

神
呼
び 

宵
宮
祭
の
朝
、準
備
が
整
う
と
、老ろ

う

主し
ゅ

を
先
頭

に
、
当と
う

屋や

主ぬ
し

と
そ
の
子
息
、
お
渡
り
衆
が
御
幣
を

掲
げ
て
、
神
社
の
あ
る
丘
を
一
周
し
ま
す
。
お
渡

り
衆
は
、
太
鼓
、
小
鼓
、
法ほ

螺ら

貝
、
篠し

の

笛
、
編

ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ木

を
奏
で
な
が
ら
歩
み
、
拝
殿
に
戻
る
と
各
楽
器

を
置
き
、
そ
れ
を
中
心
に
三
角
形
を
描
く
よ
う

に
跳
ぶ「
三
角
跳
び
」を
奉
納
し
ま
す
。 

翌
日
の
氏
神
祭
で
は
翁

お
き
な

衆
が
加
わ
り
、
拝
殿

か
ら
境
内
を
三
周
し
ま
す
。
途
中
、
鳥
居
脇
で

老
主
が
山
中
21
カ
所

の
森
神
を
一
柱
ず
つ
呼

び
上
げ
、
全
員
で
「
ち

は
や
ぶ
る
、
ち
は
や
ぶ

る
」
と
唱
和
し
ま
す
。

そ
の
後
、
境
内
で
編
木

役
の
２
人
が
両
手
を

広
げ
、
体
の
向
き
を

変
え
な
が
ら
三
度
ず
つ
真
横
へ
跳
ぶ
「
横
跳
び
」

を
奉
納
し
ま
す
。 

  

高
齢
化
が
進
む
中
、
継
承
に
努
め
る 

現
在
、
大
保
町
の
氏
子
は
25
軒
、
女
性
も
含

め
50
人
ほ
ど
で
、
宮
座
行
事
を
支
え
る
担
い
手

の
高
齢
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
短

い
周
期
で
役
が
回
っ
て
く
る
こ
と
に
加
え
、「
三

角
跳
び
」「
横
跳
び
」
と
い
っ
た
所
作
が
き
つ
い

と
の
声
も
。
そ
こ
で
、
お
渡
り
衆
の
人
数
を
減
ら

し
、
十
人
衆
も
翁
衆
（
現
在
は
4
人
）
と
改
称
す

る
と
と
も
に
、年
齢
順
だ
っ
た
役
を
家
並
み
順
に

す
る
な
ど
、工
夫
を
重
ね
な
が
ら
行
事
を
守
っ
て

き
ま
し
た
。
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
独
自

の
伝
統
文
化
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、
氏
子
た
ち

は
知
恵
を
絞
り
つ
つ
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

問   無形民俗文化財については、県文化財課　☎ 0742-27-8124  FAX  0742-27-5386

八坂神社
所  奈良市大保町142

10月11日（日）•
	 12日（祝）

開催日

氏子総代代表の堂
どう

前
まえ

好
よし

央
お

さん（写真左）、氏子総代
の火

ひ

狹
ばさみ

平
ひら

嗣
つぐ

（同右）さんに
お話を伺いました。

横跳び

八
坂
神
社 

（令和8年度）

写真撮影：野本暉房さん
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